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ent report

1．基幹産業である農林水産業の振興
2．観光立県いわての実現
3．学校教育の充実と人づくり
4．明るく豊かな長寿社会の実現
5．東日本大震災からの復興
6．地域を支える中小企業対策
7．商工業の振興
8．若者の雇用創出・安心して
　 働ける環境の整備

感染拡大防止
風邪や季節性インフルエンザ対策と同様に、お一人お一人の常時マスク着用と咳エチケット、手洗
いなどの実施がとても重要です。引き続き感染症対策に努めていただくようお願いいたします。

新年あけましておめでとうございます。皆様におかれましては健やかに新年をお迎えのこととお喜び申し上げます。
昨年も新型コロナウイルス感染症の影響を受けながらの一年となりました。ワクチン接種も順調に進んで希望される方にはほぼ接種
が終わり、昨年12月から始まった３回目接種も今年は本格的に始まります。今、日本国内では2020年以降で一番感染者が少ない状
態が続いておりますが、新変異株「オミクロン」株の感染力と重症化がどの程度なのかも心配されるところです。引き続き感染症対策
を取りながら社会活動・経済活動を行って頂きたいと思います。
今年は昨年以上に努力を重ね、市民県民の皆様ご期待に応えることができるよう精進してまいります。
今年もどうぞよろしくお願いいたします。

QRコードから、LINE公式アカウント「岩手県-新型コロナ対策パーソナルサポート」を
お友達登録してご利用ください。

感染拡大防止に向けた情報をLINEでお知らせ「もしサポ岩手」

主
要
地
方
道
花
巻
大
曲
線
「
小
倉
山
の
２
工

区
」の
開
通
の
見
通
し
に
つ
い
て
。

【
県
土
整
備
部
長
】

　
本
工
区
の
主
要
な
構
造
物
で
あ
る
小
倉
山
４

号
ト
ン
ネ
ル（
仮
称
）は
11
月
末
に
貫
通
し
、現
在
、ト

ン
ネ
ル
断
面
を
コン
ク
リ
ー
ト
で
覆
う
工
事
な
ど
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
、ト
ン
ネ
ル
本
体
の
工
事
完
成
後
に
は

順
次
、舗
装
や
照
明
設
備
な
ど
の
工
事
を
行
い
、令
和

６
年
度
の「
小
倉
山
の
２
工
区
」の
供
用
を
目
指
し
てい

く
。

そ
の
他
、以
下
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

◆
知
事
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

　・
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
結
果
に
つい
て

　・
県
民への
情
報
発
信
に
つい
て

◆
花
巻
・
北
上
地
域
に
お
け
る
企
業
立
地
の
課
題
と

　

推
進
方
策
に
つ
い
て

　・（
仮
称
）花
巻
パ
ー
キ
ン
グエ
リ
ア
スマー
ト
イ
ン
タ
ー

　
　
チェン
ジ
の
整
備
に
つい
て

◆
い
わ
て
花
巻
空
港
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

　・
ウィ
ズコロ
ナ
を
見
据
え
た
国
際
定
期
便
の
運
行
再

開
に
向
け
た
取
組
に
つい
て

　

令
和
３
年
度
及
び
令
和
４
年
度
の
県
税

収
入
の
見
通
し
と
令
和
４
年
度
予
算
編
成

へ
の
影
響
に
つ
い
て
県
の
所
見
を
伺
う
。

【
総
務
部
長
】

　
令
和
３
年
度
の
県
税
収
入
額
は
直
近
10

月
末
時
点
で
、現
年
課
税
分
の
調
定
額
が
前
年
度

比
30
億
7
1
0
0
万
円（
3
・
2
％
）増
。令
和
４

年
度
の
県
税
収
入
は
、中
期
財
政
見
通
し
で
令
和

3
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
54
億
円（
4
・
4
％
）

増
と
な
る
1
2
7
1
億
円
を
見
込
ん
でい
る
。

　
令
和
４
年
度
の
予
算
編
成
で
は
、人
口
減
少
の

影
響
等
に
よ
り
地
方
交
付
税
等
が
減
少
、厳
し
い
財

務
状
況
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、あ
ら
ゆ
る
手
法

で
の
歳
入
の
確
保
や
歳
出
の
徹
底
的
な
見
直
し
に
よ

り
、限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
か
つ
効
果
的
な
活
用

に
努
め
る
。

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向

け
た
、
県
民
へ
の
情
報
発
信
の
強
化
を
行

う
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
県
民
へ
の
情
報
発
信
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
知
事
の
所
見
を
伺
う
。

【
知
事
】

　
飲
食
事
業
関
係
団
体
か
ら「
利
用
客
が

十
分
に
戻
ら
な
い
」と
いっ
た
声
も
寄
せ
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
11
月
15
日
に
県
本
部
員
会
議
を
開
催
し
、

県
民
の
皆
様
に
、会
食
時
の
人
数
制
限
は
し
て
い
な

い
こ
と
、飲
食
店
の
感
染
対
策
に
協
力
の
上
で
会
食

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
な
ど
を
呼
び
か
け
た
。

現
在
は
基
本
的
な
感
染
対
策
を
しっ
か
り
と
行
い
感

染
リ
ス
ク
を
低
く
抑
え
て
い
く
こ
と
で
、社
会
経
済

活
動
を
安
心
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
状
況
と
考

え
る
。

　
感
染
拡
大
に
至
っ
た
場
合
に
は
、県
本
部
員
会
議

を
開
催
し
、感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
強
い
措
置
な

ど
、早
期
の
収
束
に
向
け
て
県
民
に
メッ
セ
ー
ジ
を

出
し
てい
く
。県
本
部
員
会
議
で
の
知
事
メッ
セ
ー
ジ

を
は
じ
め
、県
Ｈ
Ｐ
や
県
の
広
報
媒
体
の
活
用
、新

聞
紙
面
広
告
の
掲
載
、関
係
団
体
への
周
知
な
ど
に

よ
り
、県
民一人
ひ
と
り
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
す
る
情
報
を
広
く
入
手
し
て
自
ら
の
行

動
に
生
か
せ
る
よ
う
情
報
発
信
に
努
め
てい
く
。

県
立
病
院
に
お
け
る
診
療
体
制
の
確
保
に

つ
い
て
影
響
が
生
じ
る
と
懸
念
し
て
い
る

が
、
医
師
の
働
き
方
改
革
へ
の
対
応
に
向
け
た
県

立
病
院
の
課
題
と
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

【
医
療
局
長
】

　
医
療
機
関
の
管
理
者
に
対
し
て
、令
和

６
年
４
月
か
ら
原
則
と
し
て
年
9
6
0
時
間
の
時

間
外
労
働
を
上
限
と
し
つつ
、連
続
し
た
勤
務
時
間

の
規
制
や
、勤
務
と
勤
務
の
間
に一定
の
休
息
時
間

を
確
保
す
る
な
ど
の
措
置
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、各
県
立
病
院
に
お
い
て
も
、当
該
法
令

を
遵
守
し
な
が
ら
、医
師
の
健
康
確
保
と
救
急
医

療
な
ど
持
続
可
能
な
医
療
提
供
体
制
と
の
両
立
を

図
る
こ
と
が
課
題
。

　
医
師
の
時
間
外
・
休
日
労
働
時
間
の
短
縮
に
向

け
、ま
ず
は
医
師
確
保
対
策
に
引
き
続
き
取
り
組

む
と
と
も
に
、医
療
ク
ラ
ー
ク
の
配
置
な
ど
医
師
か

ら
他
職
種
への
タ
ス
ク
シ
フ
ト
や
、複
数
主
治
医
制
や

チ
ー
ム
制
の
導
入
等
に
よ
る
タ
ス
ク
シェア
な
ど
対
策

を
取
り
ま
と
め
、計
画
的
に
取
組
を
進
め
てい
る
。

半
導
体
関
連
産
業
な
ど
の
更
な
る
集
積

や
新
た
な
企
業
立
地
を
進
め
る
た
め
の
課

題
と
推
進
方
策
に
つ
い
て
伺
う
。

【
商
工
労
働
観
光
部
長
】

　
県
南
地
域
で
は
自
動
車
や
半
導
体
を
中

心
と
し
た
も
の
づ
く
り
企
業
に
よ
る
投
資
が
続
い
て

お
り
、こ
の
よ
う
な
動
向
は
今
後
も
続
く
と
見
込
ま

れ
る
。こ
う
し
た
中
で
新
規
立
地
や
既
立
地
企
業
の

増
設
に
伴
う
産
業
用
地
等
の
確
保
や
人
材
の
育

成
・
確
保
が
課
題
と
認
識
す
る
。

　
産
業
用
地
は
市
町
村
が
整
備
す
る
こ
と
を
基
本

と
し
、財
政
的
な
支
援
制
度
の
整
備
や
関
係
部
署

と
連
携
し
た
土
地
利
用
規
制
等
への
対
応
な
ど
に
つ

い
て
、市
町
村
の
意
向
を
踏
ま
え
対
応
し
てい
る
。

　
人
材
の
育
成
に
つい
て
は
、県
内
の
高
等
教
育
機

関
と
連
携
し
、高
度
な
も
の
づ
く
り
人
材
の
育
成
も

行
っ
て
い
る
。人
材
の
確
保
に
つ
い
て
は
、高
校
生
や
教

員
、保
護
者
を
対
象
と
し
た
企
業
見
学
会
や
若
手
人

材
を
紹
介
す
る
動
画
の
作
成
な
ど
に
よ
る
も
の
づ
く
り

企
業
の
認
知
度
の
向
上
、県
内
外
の
大
学
生
向
け
の

マッ
チ
ン
グ
や
奨
学
金
返
還
支
援
な
ど
を
通
じ
、も
の
づ

く
り
人
材
の
確
保
を
支
援
し
てい
る
。

米
価
下
落
対
策
に
つ
い
て
。
米
の
需
給
を
改

善
し
、
米
価
の
下
落
を
防
ぐ
た
め
の
取
組
の

あ
り
方
に
つ
い
て
県
の
所
見
を
伺
う
。

【
農
林
水
産
部
長
】

　
①
県
の
ア
ン
テ
ナ
ショッ
プ
　
②
首
都
圏
等
の

「
黄
金
の
国
、い
わ
て
」応
援
の
店
　
③
花
巻
空
港
や
、

県
の
い
わ
て
秋
冬
キ
ャンペー
ン
に
参
加
す
る
宿
泊
施
設

…
等
の
利
用
者
約
30
万
人
に
対
し
、２
合
3
0
0
グ
ラ

ム
の「
銀
河
の
し
ず
く
」等
と
、Q
R
コ
ー
ド
で
手
軽
に

注
文
で
き
る
購
入
案
内
付
き
パ
ン
フ
レッ
ト
を
提
供
し
、

県
産
米
の
美
味
し
さ
を
実
感
し
継
続
的
な
購
入
に
つ
な

げ
る
な
ど
、県
産
米
の
消
費
拡
大
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
てい
る
。

　
今
般
の
米
の
需
給
緩
和
は
全
国
的
な
在
庫
量
の
増

加
が
要
因
で
あ
り
、国
全
体
で
の
対
応
が
極
め
て
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、県
で
は
、国
主
導
に
よ
る
実
効
的
な

過
剰
米
への
対
策
や
消
費

喚
起
な
ど
の
需
要
拡
大

対
策
を
推
進
す
る
よ
う
、

全
国
知
事
会
と
も
連
携

し
、引
き
続
き
国
に
対
し

要
望
し
て
い
く
ほ
か
、需

要
に
応
じ
た
米
生
産
と

と
も
に
、水
田
の
フ
ル
活

用
に
よ
り
生
産
者
の
所

得
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
取

り
組
ん
でい
く
。

収
入
保
険
の
加
入
促
進
に
つ
い
て

【
農
林
水
産
部
長
】

　
県
で
は
リ
ー
フ
レッ
ト
の
作
成
・
配
布
の
ほ
か
、

新
聞
への
広
告
掲
載
な
ど
で
広
く
農
業
者
に
対
し
制
度

の
周
知
を
図
ってい
る
。

　
市
町
村
、農
業
協
同
組
合
、農
業
共
済
組
合
等
で
構

成
す
る
岩
手
県
農
業
保
険
加
入
推
進
協
議
会
で
は
、

地
域
説
明
会
や
未
加
入
者
への
訪
問
等
で
加
入
促
進
に

令
和
３
年
12
月
定
例
会
・
一
般
質
問

A QA Q

AA QQ

取
り
組
ん
で
お
り
、農
業
者
が
制
度
を
積
極
的
に
活
用

し
安
定
し
た
農
業
経
営
が
行
わ
れ
る
よ
う
、今
後
も
関

係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
取
り
組
ん
でい
く
。

中
山
間
地
域
の
振
興
に
つ
い
て
。
集
落
機
能

強
化
加
算
は
、
集
落
の
自
治
機
能
の
強
化
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
が
、
県
内
の
取
組
状
況
と

今
後
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
伺
う
。

【
農
林
水
産
部
長
】

　
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
第
５
期

対
策
に
お
い
て「
集
落
機
能
強
化
加
算
」等
が
新
設
さ

れ
た
。本
年
度
、西
和
賀
町
の
８
集
落
を
は
じ
め
奥
州

市
や
花
巻
市
な
ど
６
市
町
29
集
落
が
こ
れ
を
活
用
し
、

高
齢
者
の
見
回
り
や
通
院
・
買
い
物
支
援
、高
齢
者
世

帯
の
雪
か
き
・
雪
降
ろ
し
支
援
、空
き
家
周
辺
の
草
刈

り
な
ど
に
取
り
組
ん
でい
る
。

　
今
後
も
、集
落
代
表
者
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
や

広
報
誌「
中
山
間
だ
よ
り
」等
を
通
じ
、県
内
の
取
組

事
例
を
紹
介
す
る
な
ど
、制
度
の
活
用
等
に
よ
り
中
山

間
地
域
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
積
極
的
に
取
り

組
ん
でい
く
。

ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
推
進
に
つ
い
て
。
自

動
操
舵
技
術
を
県
内
に
広
く
導
入
し
て
い
く

た
め
に
は
、
基
地
局
の
整
備
に
限
ら
な
い
推
進
策
も

必
要
と
考
え
る
が
、
県
の
考
え
を
伺
う
。

【
農
林
水
産
部
長
】

　
Ｒ
Ｔ
Ｋ
基
地
局
の
設
置
が
有
効
で
あ
る
が
、

現
在
で
は
、

　
①
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
等
が
提
供
す
る
、国
土
地
理
院
の

電
子
基
準
点
を
活
用
す
る
方
式
や
、

　
②
携
帯
電
話
会
社
が
提
供
す
る
位
置
補
正
情
報
を

利
用
す
る
方
式

な
ど
、低
コ
ス
ト
で
利
用
で
き
る
新
技
術
の
活
用
が
県

内
で
も
始
まってい
る
。

　
県
北
農
業
研
究
所
に
Ｒ
Ｔ
Ｋ
基
地
局
を
設
置
し
、

中
山
間
地
や
傾
斜
地
で
の
ト
ラ
ク
タ
ー
の
自
動
操
舵
に

よ
る
播
種
や
除
草
の
実
用
性
の
実
証
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、今
年
度
か
ら
、携
帯
電
話
会
社
の
位

置
補
正
情
報
を
利
用
す
る
方
式
に
つ
い

て
も
同
様
の
実
証
に
取
り
組
ん
でい
る
。

　
引
き
続
き
、生
産
性
の
向
上
に
つ

な
が
る
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
が
広
く

県
内
に
普
及
拡
大
す
る
よ
う
取
り
組

ん
でい
く
。
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の
対
応
に
つ
い
て

REPORT

04
花
巻
・
北
上
地
域
に
お
け
る
企
業

立
地
の
課
題
と
推
進
方
策
に
つ
い
て
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●議会改革推進会議
●議員定数等検討会議
●復興特別委員会
●岩手県知事への要望
●花巻北高創立90周年記念式典
●自民党甘利幹事長との
　花巻経済懇談会

●いわての地域づくり・道づくりを
　考える大会
●JA岩手県中央会との意見交換会
●新型コロナウイルス感染症対策
　特別委員会
●12月定例会（11/25～12/8）
●花巻商工会議所永年勤続表彰式
●小倉山トンネル貫通式

●いわて政治塾
●土地家屋調査士政治連盟　勉強会
●測量設計業協会　議員懇談会
●議員定数等検討会議
●地球温暖化・エネルギー対策調査
　特別委員会全国調査
●花巻市勢功労表彰式
●いわて農林水産躍進大会

川村しんこうの主な活動報告（令和3年8月～12月）
8月

9月

10月 11月 12月

主
要
地
方
道
花
巻
大
曲
線
「
小
倉
山
の
２
工

区
」の
開
通
の
見
通
し
に
つ
い
て
。

【
県
土
整
備
部
長
】

　
本
工
区
の
主
要
な
構
造
物
で
あ
る
小
倉
山
４

号
ト
ン
ネ
ル（
仮
称
）は
11
月
末
に
貫
通
し
、現
在
、ト

ン
ネ
ル
断
面
を
コン
ク
リ
ー
ト
で
覆
う
工
事
な
ど
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
、ト
ン
ネ
ル
本
体
の
工
事
完
成
後
に
は

順
次
、舗
装
や
照
明
設
備
な
ど
の
工
事
を
行
い
、令
和

６
年
度
の「
小
倉
山
の
２
工
区
」の
供
用
を
目
指
し
てい

く
。

そ
の
他
、以
下
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

◆
知
事
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

　・
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
結
果
に
つい
て

　・
県
民への
情
報
発
信
に
つい
て

◆
花
巻
・
北
上
地
域
に
お
け
る
企
業
立
地
の
課
題
と

　

推
進
方
策
に
つ
い
て

　・（
仮
称
）花
巻
パ
ー
キ
ン
グエ
リ
ア
スマー
ト
イ
ン
タ
ー

　
　
チェン
ジ
の
整
備
に
つい
て

◆
い
わ
て
花
巻
空
港
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

　・
ウィ
ズコロ
ナ
を
見
据
え
た
国
際
定
期
便
の
運
行
再

開
に
向
け
た
取
組
に
つい
て

　

令
和
３
年
度
及
び
令
和
４
年
度
の
県
税

収
入
の
見
通
し
と
令
和
４
年
度
予
算
編
成

へ
の
影
響
に
つ
い
て
県
の
所
見
を
伺
う
。

【
総
務
部
長
】

　
令
和
３
年
度
の
県
税
収
入
額
は
直
近
10

月
末
時
点
で
、現
年
課
税
分
の
調
定
額
が
前
年
度

比
30
億
7
1
0
0
万
円（
3
・
2
％
）増
。令
和
４

年
度
の
県
税
収
入
は
、中
期
財
政
見
通
し
で
令
和

3
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
54
億
円（
4
・
4
％
）

増
と
な
る
1
2
7
1
億
円
を
見
込
ん
でい
る
。

　
令
和
４
年
度
の
予
算
編
成
で
は
、人
口
減
少
の

影
響
等
に
よ
り
地
方
交
付
税
等
が
減
少
、厳
し
い
財

務
状
況
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、あ
ら
ゆ
る
手
法

で
の
歳
入
の
確
保
や
歳
出
の
徹
底
的
な
見
直
し
に
よ

り
、限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
か
つ
効
果
的
な
活
用

に
努
め
る
。

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向

け
た
、
県
民
へ
の
情
報
発
信
の
強
化
を
行

う
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
県
民
へ
の
情
報
発
信
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
知
事
の
所
見
を
伺
う
。

【
知
事
】

　
飲
食
事
業
関
係
団
体
か
ら「
利
用
客
が

十
分
に
戻
ら
な
い
」と
いっ
た
声
も
寄
せ
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
11
月
15
日
に
県
本
部
員
会
議
を
開
催
し
、

県
民
の
皆
様
に
、会
食
時
の
人
数
制
限
は
し
て
い
な

い
こ
と
、飲
食
店
の
感
染
対
策
に
協
力
の
上
で
会
食

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
な
ど
を
呼
び
か
け
た
。

現
在
は
基
本
的
な
感
染
対
策
を
しっ
か
り
と
行
い
感

染
リ
ス
ク
を
低
く
抑
え
て
い
く
こ
と
で
、社
会
経
済

活
動
を
安
心
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
状
況
と
考

え
る
。

　
感
染
拡
大
に
至
っ
た
場
合
に
は
、県
本
部
員
会
議

を
開
催
し
、感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
強
い
措
置
な

ど
、早
期
の
収
束
に
向
け
て
県
民
に
メッ
セ
ー
ジ
を

出
し
てい
く
。県
本
部
員
会
議
で
の
知
事
メッ
セ
ー
ジ

を
は
じ
め
、県
Ｈ
Ｐ
や
県
の
広
報
媒
体
の
活
用
、新

聞
紙
面
広
告
の
掲
載
、関
係
団
体
への
周
知
な
ど
に

よ
り
、県
民一人
ひ
と
り
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
す
る
情
報
を
広
く
入
手
し
て
自
ら
の
行

動
に
生
か
せ
る
よ
う
情
報
発
信
に
努
め
てい
く
。

県
立
病
院
に
お
け
る
診
療
体
制
の
確
保
に

つ
い
て
影
響
が
生
じ
る
と
懸
念
し
て
い
る

が
、
医
師
の
働
き
方
改
革
へ
の
対
応
に
向
け
た
県

立
病
院
の
課
題
と
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

【
医
療
局
長
】

　
医
療
機
関
の
管
理
者
に
対
し
て
、令
和

６
年
４
月
か
ら
原
則
と
し
て
年
9
6
0
時
間
の
時

間
外
労
働
を
上
限
と
し
つつ
、連
続
し
た
勤
務
時
間

の
規
制
や
、勤
務
と
勤
務
の
間
に一定
の
休
息
時
間

を
確
保
す
る
な
ど
の
措
置
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、各
県
立
病
院
に
お
い
て
も
、当
該
法
令

を
遵
守
し
な
が
ら
、医
師
の
健
康
確
保
と
救
急
医

療
な
ど
持
続
可
能
な
医
療
提
供
体
制
と
の
両
立
を

図
る
こ
と
が
課
題
。

　
医
師
の
時
間
外
・
休
日
労
働
時
間
の
短
縮
に
向

け
、ま
ず
は
医
師
確
保
対
策
に
引
き
続
き
取
り
組

む
と
と
も
に
、医
療
ク
ラ
ー
ク
の
配
置
な
ど
医
師
か

ら
他
職
種
への
タ
ス
ク
シ
フ
ト
や
、複
数
主
治
医
制
や

チ
ー
ム
制
の
導
入
等
に
よ
る
タ
ス
ク
シェア
な
ど
対
策

を
取
り
ま
と
め
、計
画
的
に
取
組
を
進
め
てい
る
。

半
導
体
関
連
産
業
な
ど
の
更
な
る
集
積

や
新
た
な
企
業
立
地
を
進
め
る
た
め
の
課

題
と
推
進
方
策
に
つ
い
て
伺
う
。

【
商
工
労
働
観
光
部
長
】

　
県
南
地
域
で
は
自
動
車
や
半
導
体
を
中

心
と
し
た
も
の
づ
く
り
企
業
に
よ
る
投
資
が
続
い
て

お
り
、こ
の
よ
う
な
動
向
は
今
後
も
続
く
と
見
込
ま

れ
る
。こ
う
し
た
中
で
新
規
立
地
や
既
立
地
企
業
の

増
設
に
伴
う
産
業
用
地
等
の
確
保
や
人
材
の
育

成
・
確
保
が
課
題
と
認
識
す
る
。

　
産
業
用
地
は
市
町
村
が
整
備
す
る
こ
と
を
基
本

と
し
、財
政
的
な
支
援
制
度
の
整
備
や
関
係
部
署

と
連
携
し
た
土
地
利
用
規
制
等
への
対
応
な
ど
に
つ

い
て
、市
町
村
の
意
向
を
踏
ま
え
対
応
し
てい
る
。

　
人
材
の
育
成
に
つい
て
は
、県
内
の
高
等
教
育
機

関
と
連
携
し
、高
度
な
も
の
づ
く
り
人
材
の
育
成
も

行
っ
て
い
る
。人
材
の
確
保
に
つ
い
て
は
、高
校
生
や
教

員
、保
護
者
を
対
象
と
し
た
企
業
見
学
会
や
若
手
人

材
を
紹
介
す
る
動
画
の
作
成
な
ど
に
よ
る
も
の
づ
く
り

企
業
の
認
知
度
の
向
上
、県
内
外
の
大
学
生
向
け
の

マッ
チ
ン
グ
や
奨
学
金
返
還
支
援
な
ど
を
通
じ
、も
の
づ

く
り
人
材
の
確
保
を
支
援
し
てい
る
。

米
価
下
落
対
策
に
つ
い
て
。
米
の
需
給
を
改

善
し
、
米
価
の
下
落
を
防
ぐ
た
め
の
取
組
の

あ
り
方
に
つ
い
て
県
の
所
見
を
伺
う
。

【
農
林
水
産
部
長
】

　
①
県
の
ア
ン
テ
ナ
ショッ
プ
　
②
首
都
圏
等
の

「
黄
金
の
国
、い
わ
て
」応
援
の
店
　
③
花
巻
空
港
や
、

県
の
い
わ
て
秋
冬
キ
ャンペー
ン
に
参
加
す
る
宿
泊
施
設

…
等
の
利
用
者
約
30
万
人
に
対
し
、２
合
3
0
0
グ
ラ

ム
の「
銀
河
の
し
ず
く
」等
と
、Q
R
コ
ー
ド
で
手
軽
に

注
文
で
き
る
購
入
案
内
付
き
パ
ン
フ
レッ
ト
を
提
供
し
、

県
産
米
の
美
味
し
さ
を
実
感
し
継
続
的
な
購
入
に
つ
な

げ
る
な
ど
、県
産
米
の
消
費
拡
大
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
てい
る
。

　
今
般
の
米
の
需
給
緩
和
は
全
国
的
な
在
庫
量
の
増

加
が
要
因
で
あ
り
、国
全
体
で
の
対
応
が
極
め
て
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、県
で
は
、国
主
導
に
よ
る
実
効
的
な

過
剰
米
への
対
策
や
消
費

喚
起
な
ど
の
需
要
拡
大

対
策
を
推
進
す
る
よ
う
、

全
国
知
事
会
と
も
連
携

し
、引
き
続
き
国
に
対
し

要
望
し
て
い
く
ほ
か
、需

要
に
応
じ
た
米
生
産
と

と
も
に
、水
田
の
フ
ル
活

用
に
よ
り
生
産
者
の
所

得
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
取

り
組
ん
でい
く
。

収
入
保
険
の
加
入
促
進
に
つ
い
て

【
農
林
水
産
部
長
】

　
県
で
は
リ
ー
フ
レッ
ト
の
作
成
・
配
布
の
ほ
か
、

新
聞
への
広
告
掲
載
な
ど
で
広
く
農
業
者
に
対
し
制
度

の
周
知
を
図
ってい
る
。

　
市
町
村
、農
業
協
同
組
合
、農
業
共
済
組
合
等
で
構

成
す
る
岩
手
県
農
業
保
険
加
入
推
進
協
議
会
で
は
、

地
域
説
明
会
や
未
加
入
者
への
訪
問
等
で
加
入
促
進
に

取
り
組
ん
で
お
り
、農
業
者
が
制
度
を
積
極
的
に
活
用

し
安
定
し
た
農
業
経
営
が
行
わ
れ
る
よ
う
、今
後
も
関

係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
取
り
組
ん
でい
く
。

中
山
間
地
域
の
振
興
に
つ
い
て
。
集
落
機
能

強
化
加
算
は
、
集
落
の
自
治
機
能
の
強
化
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
が
、
県
内
の
取
組
状
況
と

今
後
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
伺
う
。

【
農
林
水
産
部
長
】

　
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
第
５
期

対
策
に
お
い
て「
集
落
機
能
強
化
加
算
」等
が
新
設
さ

れ
た
。本
年
度
、西
和
賀
町
の
８
集
落
を
は
じ
め
奥
州

市
や
花
巻
市
な
ど
６
市
町
29
集
落
が
こ
れ
を
活
用
し
、

高
齢
者
の
見
回
り
や
通
院
・
買
い
物
支
援
、高
齢
者
世

帯
の
雪
か
き
・
雪
降
ろ
し
支
援
、空
き
家
周
辺
の
草
刈

り
な
ど
に
取
り
組
ん
でい
る
。

　
今
後
も
、集
落
代
表
者
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
や

広
報
誌「
中
山
間
だ
よ
り
」等
を
通
じ
、県
内
の
取
組

事
例
を
紹
介
す
る
な
ど
、制
度
の
活
用
等
に
よ
り
中
山

間
地
域
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
積
極
的
に
取
り

組
ん
でい
く
。

ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
推
進
に
つ
い
て
。
自

動
操
舵
技
術
を
県
内
に
広
く
導
入
し
て
い
く

た
め
に
は
、
基
地
局
の
整
備
に
限
ら
な
い
推
進
策
も

必
要
と
考
え
る
が
、
県
の
考
え
を
伺
う
。

【
農
林
水
産
部
長
】

　
Ｒ
Ｔ
Ｋ
基
地
局
の
設
置
が
有
効
で
あ
る
が
、

現
在
で
は
、

　
①
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
等
が
提
供
す
る
、国
土
地
理
院
の

電
子
基
準
点
を
活
用
す
る
方
式
や
、

　
②
携
帯
電
話
会
社
が
提
供
す
る
位
置
補
正
情
報
を

利
用
す
る
方
式

な
ど
、低
コ
ス
ト
で
利
用
で
き
る
新
技
術
の
活
用
が
県

内
で
も
始
まってい
る
。

　
県
北
農
業
研
究
所
に
Ｒ
Ｔ
Ｋ
基
地
局
を
設
置
し
、

中
山
間
地
や
傾
斜
地
で
の
ト
ラ
ク
タ
ー
の
自
動
操
舵
に

よ
る
播
種
や
除
草
の
実
用
性
の
実
証
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、今
年
度
か
ら
、携
帯
電
話
会
社
の
位

置
補
正
情
報
を
利
用
す
る
方
式
に
つ
い

て
も
同
様
の
実
証
に
取
り
組
ん
でい
る
。

　
引
き
続
き
、生
産
性
の
向
上
に
つ

な
が
る
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
が
広
く

県
内
に
普
及
拡
大
す
る
よ
う
取
り
組

ん
でい
く
。

AA QQ

A Q

A QA Q
REPORT

05
農
業
振
興
に
つ
い
て

REPORT

06
道
路
整
備
に
つ
い
て

298

花巻中央消防署

花巻市役所

花巻市役所

花巻信用金庫
本店

北日本銀行花巻支店

岩手銀行花巻支店

金刀比羅神社

花巻

東
北
本
線

花巻南I.C


